
　毎月、全国の保険医協会・医会、保団連ほか医療関係団体による国会内集会が開催される。一般紙、テレビ、
専門紙ほか、各種メディアも取材に訪れるが、取材陣の中で毎回、老練な方をお見受けする。レコーダーな
し、キーボードも叩かず…。じっくり聞きながら時折メモを走らせる。それでいて、翌日の配信ニュースは適
時適格な内容、文字数、表現だ。その人物が、今回ご紹介する奥村勝氏である。
　奥村氏は、自身が設立したオクネットの代表で、企業勤務を経て歯科技工士を務め、その後、歯科医療関連
専門誌の編集長として取材、編集に携わるなど、異色の経歴を持つ存在だ。「歯科ジャーナリスト」「歯系議
員」などの用語は奥村氏作といわれている。その奥村氏には、協会の機関紙「東京歯科保険医新聞」の２０２２
年10月号から本年４月号まで、延べ18回にわたり「歯科界への私的回想録」を連載していただいた。今回は
連載時に思ったこと、協会への一言などを中心にお話を伺った。

奥村  勝  （おくむら・まさる）
オクネット代表、歯科ジャーナリスト。明治大学政治経済学部卒業、
東京歯科技工専門学校卒業。日本歯科新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創刊雑誌の編集長歴任。その後、独立し
オクネットを設立。「歯科ニュース」「永田町ニュース」をネット配
信。明治大学校友会代議員(兼墨田区地域支部長)、明大マスコミク
ラブ会員。

　

口
腔
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
歯
科
は
責
任
重
大

―
聞
き
手　

今
回
の
連
載
終

　

了
に
あ
た
り
、
思
う
と
こ
ろ

　

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
奥
村
氏　

連
載
前
の
構
想

と
、
連
載
開
始
後
の
原
稿
内
容

は
か
な
り
異
な
り
ま
し
た
。
歯

科
医
師
と
患
者
さ
ん
と
そ
の
家

族
、
歯
科
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
な

ど
を
巡
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
も
っ
と
全
面
に

押
し
出
し
た
り
、
も
っ
と
歯
科

技
工
士
の
本
音
や
自
分
自
身
の

考
え
方
を
打
ち
出
し
て
も
良
か

っ
た
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

　

―
連
載
初
回
に
、
ご
自
身
の

　

口
唇
口
蓋
裂
の
手
術
に
至
る

　

ま
で
の
経
緯
な
ど
を
紹
介
さ

　

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
の

　

歯
科
へ
の
意
図
は
。

◆
１
９
５
４
年
生
ま
れ
の
私

は
、
こ
の
瘢は
ん

痕こ
ん

の
た
め
、
子
ど

も
時
代
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
経
験
し
ま
し
た
。
し
か
し
時

が
経
つ
と
と
も
に
、「
口
の
中

は
目
に
見
え
な
い
が
、
大
事

だ
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
口
唇
口
蓋
裂
は
、
そ
の

人
の
人
生
そ
の
も
の
で
す
。
ま

た
、
会
話
の
時
も
食
べ
る
時
も

口
は
大
事
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
歯
科
は
責
任
重

大
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
対
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

―
政
治
経
済
学
部
で
学
ん
だ

　

後
、
歯
科
技
工
士
の
道
に
進

　

ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
き
っ

　

か
け
、
歯
科
技
工
現
場
で
の

　

経
験
な
ど
に
つ
い
て
。

◆
私
の
父
は
、
蔵
前
の
プ
ラ
モ

デ
ル
製
造
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
加
工
の
営
業
・

卸
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
大
学
進
学
の
背
中
を
押
し

て
も
ら
い
、
大
学
卒
業
後
、
１

年
半
は
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
で
働

き
ま
し
た
が
、
手
仕
事
に
長
け

て
い
た
父
か
ら
手
に
職
を
つ
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
論
さ
れ
、

「
口
」
に
縁
の
あ
る
歯
科
技
工

士
を
思
い
浮
か
べ
、
東
京
歯
科

技
工
専
門
学
校
（
２
０
１
０
年

閉
校
）
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒

業
後
は
新
小
岩
駅
至
近
の
歯
科

診
療
所
の
院
内
ラ
ボ
に
入
り
、

当
時
言
わ
れ
て
い
た
「
歯
科
技

工
士
は
、
10
年
や
っ
て
ど
う
か

だ
」
を
目
標
に
勤
し
み
ま
し

た
。
診
療
所
内
で
自
作
の
歯
科

技
工
物
へ
の
患
者
さ
ん
の
反
応

を
見
た
り
、
話
を
す
る
中
で
、

「
診
療
所
内
で
は
、
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工

士
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
大

事
」で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

―
と
こ
ろ
で
、
当
協
会
の
メ

　

デ
ィ
ア
懇
談
会
に
は
設
立
直

　

後
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す

　

が
、
思
う
と
こ
ろ
を
。

◆
記
者
会
見
で
は
、
参
加
者
は

主
催
者
側
の
意
向
に
一
定
の
配

慮
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
懇
談

会
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

記
者
会
見
で
も
懇
談
会
で
も
、

終
了
後
に
雑
談
や
話
し
込
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
大
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
協
会
の
メ
デ
ィ

ア
懇
談
会
は
終
了
後
に
場
所
を

移
し
て
懇
談
を
行
い
、
参
加
メ

デ
ィ
ア
の
記
者
、
編
集
者
、
協

会
の
役
員
、
事
務
局
員
が
面
と

向
か
っ
て
意
見
し
た
り
、
記
者

同
士
の
知
見
を
持
ち
寄
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
情

報
面
で
の
交
流
が
で
き
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
事
で
す
。
今
の

時
代
は
、
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝

達
手
段
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ

て
も
、
や
は
り
今
後
も
話
し
手

と
聞
き
手
が
向
か
い
合
っ

て
、
直
接
、
言
葉
で
や
り
取
り

し
、
相
手
の
語
気
や
表
情
を
五

感
で
感
じ
な
が
ら
行
う
対

話
、
会
話
は
や
は
り
大
切
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
歯
科
診
療
所
で
の
院

長
、
患
者
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
、
さ
ら
に
最
近
で
は
、
歯
科

と
関
連
が
あ
る
様
々
な
関
連
職

種
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
も
、
通
じ

る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
取
材
時
の
基
本
的
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
。
ま
た
、
議
員
や

官
僚
、
歯
科
医
療
関
係
者
と
の

人
間
関
係
構
築
に
つ
い
て
、
思

う
と
こ
ろ
を
。

◆
取
材
時
に
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド

を
メ
モ
す
る
だ
け
で
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
に
は
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
後
で
そ
れ
を

読
む
と
大
事
な
言
葉
が
脳
裏
に

鮮
明
に
表
れ
ま
す
。
あ
と
は
、

資
料
の
要
旨
、
概
要
を
参
考
に

し
ま
す
。
人
脈
に
つ
い
て
は
、

国
会
、
役
所
を
問
わ
ず
、
慌
た

だ
し
い
時
で
は
な
く
「
つ・

ま・

ら・

な・

い・

時
に
足
を
運
ぶ
こ
と
」
が

大
事
。
大
雨
、
電
車
が
運
休
、

国
会
休
会
中
な
ど
に
伺
う
ほ
う

が
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
取
材
相
手
と
自
分

の
意
見
が
違
う
時
は
必
ず
そ
の

理
由
を
聞
く
。
こ
れ
は
、
き
っ

か
け
を
作
る
上
で
重
要
。
た
だ

最
初
か
ら
「
人
脈
を
作
ろ
う
」

と
力
む
の
は
良
く
な
い
で
す
。

　

―
記
者
の
目
を
通
し
て
、
協

　

会
の
今
そ
し
て
近
未
来
に
つ

　

い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
一
言
。

◆
今
の
よ
う
に
、
会
員
数
が
増

え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す

が
、
大
事
な
こ
と
は
、
設
立
時

か
ら
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を

守
る
こ
と
で
す
。
設
立
の
趣
旨

や
、
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
、
こ

れ
ま
で
対
外
的
に
発
表
し
て
き

た
決
議
、
理
事
会
声
明
な
ど
で

示
し
た
軸
は
大
切
で
す
。
初
め

て
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
や
定
期
総

会
を
取
材
し
た
頃
は
協
会
は

「
固
い
固
い
組
織
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
だ
ん

だ
ん
と
「
外
に
対
し
て
オ
ー
プ

ン
な
雰
囲
気
の
組
織
」「
確
か

に
保
険
診
療
を
広
め
る
た
め
に

活
動
し
て
い
る
組
織
」
と
い
う

印
象
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

―
最
後
に
、
大
事
に
し
て
き

　

た
言
葉
に
つ
い
て
。

◆
明
大
の
恩
師
に
い
た
だ
い
た

「
歩あ
ゆ
み

一い
っ

歩ぽ

」
で
、
個
人
的
に
は

「
無
為
自
然
」
で
す
。
や
れ
る

だ
け
の
こ
と
を
や
っ
た
中
で
の

結
果
は
す
べ
て
受
け
入
れ
ま
す
。

　

―
本
日
は
永
田
町
、
霞
が
関

　

へ
の
取
材
前
の
お
時
間
、
あ

　

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

取
材
の
実
際
と
人
脈
作
り
の
要
諦

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
４
年
５
月

１　水　第２回総務会議
２　木　新点数説明会打合せ
７　火　内部監査
８　水　外部監査、第３回財政部会
９　木　第３回(暫定)理事会
10　金　第１回メディア懇談会、第２

回広報・ホームページ部会
13　月　第２回地域医療部会、ベース

アップ評価料動画撮影
14　火　第２回共済部会
15　水　第２回経営管理部会、第２回

院内感染防止対策講習会、休
保審査会(医科)

16　木　会員無料相談デー

17　金　第２回政策委員会
20　月　第３回新点数説明会
21　火　第２回社保・学術部会
22　水　国会行動(独自)、第６回口頭

弁論･記者会見、｢保険でよい
歯を｣ 東京連絡会世話人会

23　木　国会内集会、第１回施設基準
のための講習会

24　金　第４回(暫定)理事会
25　土　休保審査会(全国)
28　火　第52回定期総会議長団会議
29　水　第２回組織部会
31　金　第３回財政部会

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2024年 6月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
2,750 円（税込）

協会は 「基本的なスタンスを守ること」 が大事

（ 1 0）第６５１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）６月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

◆
第
２
回(

暫
定)

理
事
会
◆

　

４
月
26
日
㈮
、
午
後
８
時

00
分
〜
10
時
00
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
16
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
５
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　

オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義
務

化
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
、

グ
ー
グ
ル
集
団
訴
訟
な
ど
の

報
告
を
確
認
。

【
運
動
課
題
】　

国
会
内
集

会
、
国
会
行
動
の
予
定
を
確

認
。
現
行
の
健
康
保
険
証
の

存
続
を
求
め
る
署
名
の
集
約

状
況
な
ど
の
報
告
、
４
月
か

ら
の
取
り
組
み
の
提
案
を
確

認
。

【
政
策
課
題
】　

①
理
事
会

声
明
「
理
解
が
困
難
な
改
定

必
要
な
歯
科
医
療
が
提
供
で

き
る
改
定
を
切
望
す
る
」、

地
域
医
療
部
長
談
話
「
患
者

を
最
期
ま
で
診
る
た
め
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
」
を
確
認
。

②
第
２
回
新
点
数
説
明
会

（
４
月
25
日
）
の
報
告
を

確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　

①

第
２
回
保
団
連
歯
科
理
事
会

議
（
４
月
20
日
）
の
報
告
、

②
第
４
回
保
団
連
理
事
会

（
４
月
21
日
）
の
報
告
を

確
認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　

議

案
に
つ
い
て
討
議
。決
算
案
、

予
算
案
に
つ
い
て
の
報
告
を

確
認
。

【
政
策
課
題
】　

①
診
療
報

酬
改
定
情
報
（
疑
義
解
釈
そ

の
２
、
長
期
収
載
品
の
処
方

ま
た
は
調
剤
に
係
る
選
定
療

養
の
対
象
医
薬
品
に
つ
い
て

の
通
知
な
ど
）
を
確
認
。
②

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
に

向
け
て
、
今
次
改
定
内
容
の

中
か
ら
11
項
目
に
つ
い
て
議

論
。

◆
第
３
回(

暫
定)

理
事
会
◆

　

５
月
９
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
〜
９
時
43
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
15
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
12
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　

①
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存

在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
の
第

６
回
口
頭
弁
論
と
記
者
・
原

告
説
明
会
へ
の
（
５
月
22
日
）

へ
の
参
加
を
案
内
。

【
診
療
報
酬
改
定
対
策
】　

①
改
定
情
報
（
疑
義
解
釈
そ

の
３
、
訂
正
通
知
、
金
パ
ラ

な
ど
の
改
定
通
知
）
を
確

認
。
３
月
31
日
ま
で
に
か
強

診
の
施
設
基
準
を
届
け
出
た

う
え
で
、
算
定
す
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、

６
月
３
日
ま
で
に
口
管
強
の

施
設
基
準
を
す
べ
て
満
た
し

て
、
再
届
出
が
必
要
に
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
討
議
。
ま

た
、
歯
科
用
材
料
価
格
の
通

知
発
出
に
伴
い
、
６
月
か
ら

の
金
パ
ラ
な
ど
の
点
数
を
Ｆ

―
Ｎ
ｅ
ｘ
で
会
員
に
周
知
す

る
こ
と
を
確
認
。
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
に
つ
い
て
、
協

会
と
し
て
の
立
場
や
対

応
、
動
画
作
成
内
容
の
討
議

を
行
な
っ
た
。

【
各
部
検
討
課
題
】　

春
の

会
員
拡
大
・
組
織
強
化
月
間

の
中
間
報
告
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
講

習
会
に
つ
い
て
の
提
案
を
確

認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　

議

案
の
内
容
を
最
終
確
認
し
、

機
関
紙
６
月
号
と
同
送
す
る

こ
と
を
確
認
。
総
会
当
日
の

役
割
分
担
（
案
）
を
確
認
。

会
計
監
査
報
告
、
業
務
監
査

報
告
、
決
算
、
予
算
（
案
）
を
確

認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　

６
月

１
日
号
（
第
651
号
）
の
企
画

案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　

５
月
１

日
付
会
員
数
６
千
24
名
（
入

会
25
名
、
退
会
17
名
）。
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